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千葉県高等学校ＰＴＡ連合会

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
千
葉

県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
に
多
大
な
る
ご
尽
力

を
賜
り
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

令
和
⚕
年
度
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
大
多
喜
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
副
会
長
の
菊
池
清
美
と
申
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
全
て
の
教
育
の
原
点
が
「
家

庭
教
育
」
で
あ
る
こ
と
は
皆
様
も
ご
存

じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
や
生
活
能
力
、
人

に
対
す
る
信
頼
感
、
豊
か
な
情
操
、
他

人
に
対
す
る
思
い
や
り
、
基
本
的
倫
理

観
、自
尊
心
や
自
立
心
、社
会
的
マ
ナ
ー

な
ど
を
身
に
着
け
て
い
き
ま
す
。
例
え

ば
、家
庭
で
挨
拶
を
習
慣
に
し
て
い
る
。

早
起
き
を
心
掛
け
て
い
る
。
学
校
に
関

し
て
よ
く
話
を
す
る
。
家
庭
の
ル
ー
ル

は
親
子
で
話
し
合
っ
て
決
め
る
。
な
ど

が
、
家
庭
教
育
の
実
践
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
家
庭
は
子

ど
も
た
ち
が
最
も
身
近
に
接
す
る
社
会

で
す
。
日
常
の
家
庭
で
の
生
活
を
今
一

度
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

親
が
子
ど
も
の
教
育
を
す
る
責
任
が

あ
る
の
は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す

が
、
子
ど
も
は
地
域
の
人
々
と
も
か
か

わ
り
を
持
ち
、
成
長
し
て
い
く
も
の
で

す
。
同
時
に
親
も
地
域
の
中
で
、
子
育

て
を
学
び
、
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
地

縁
的
な
つ
な
が
り
も
家
庭
教
育
の
重
要

な
要
素
で
す
。
し
か
し
、
現
代
の
日
本

に
お
い
て
、
核
家
族
化
、
少
子
化
、
雇

用
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
人
と
の

関
係
が
希
薄
化
し
、
親
が
身
近
な
人
か

ら
子
育
て
を
学
ぶ
機
会
が
減
る
、
子
育

て
の
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
人
が

身
近
に
い
な
い
と
い
っ
た
、
親
や
家
庭

を
取
り
巻
く
状
況
、
子
育
て
を
支
え
る

環
境
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
ま

た
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
難
し
さ

な
ど
、
様
々
な
要
因
を
背
景
と
し
て
、

家
庭
の
孤
立
や
、
多
忙
で
時
間
的
、
精

神
的
ゆ
と
り
が
持
て
な
い
状
況
な
ど
、

家
庭
を
め
ぐ
る
問
題
も
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。

県
高
Ｐ
連
で
は
、
全
て
の
教
育
の
原

点
で
あ
る
「
家
庭
教
育
」
の
現
状
を
踏

ま
え
て
、
未
来
を
切
り
開
く
子
ど
も
た

ち
に
求
め
ら
れ
る
「
生
き
る
力
」
を
育

む
た
め
に
も
、
希
薄
と
な
っ
た
「
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
」
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

通
し
て
、
改
め
て
家
庭
、
学
校
、
地
域

の
連
携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
保
護

者
の
自
己
研
鑽
、
会
員
相
互
の
共
通
理

解
と
資
質
向
上
を
目
指
す
た
め
の
様
々

な
活
動
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

筆頭
理事 千葉

地区

髙階めぐみ
若 松

宮木 裕一

理事 田中 浩子 千 城 台

筆頭
理事 船橋

地区

江野澤千春
八千代東

泉水 清和

理事 橋本 尚美 八千代西

筆頭
理事 市川

地区

柴﨑かほる
市川工業

相浦 敦

理事 堀米亜佐子 国 府 台
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理事 松戸

地区

青山智恵子
鎌ヶ谷西

飯野 政敏

理事 大森まり子 松 戸

筆頭
理事 東葛飾

地区

程田 美穂
流 山 北

泉水 潤一

理事 御囲 三華 市 立 柏

筆頭
理事 印旛

地区

永井 孝明
白 井

莇 三佳

理事 江口 和広 印旛明誠

筆頭
理事 東総

地区

平原 哲哉
佐 原

本宮 照久

理事 松本 幸男 佐原白楊

筆頭
理事 山武

地区

三橋 晶一
東金商業

片岡 和晃

理事 長谷川雄一 大 網

筆頭
理事 長夷

地区

大平 真紀
茂 原

森 裕嗣

理事 吉野 雅亮 茂原樟陽

筆頭
理事 安房

地区

鈴木 純平
館山総合

薮崎 秀人

理事 鈴木 邦夫 長 狭

筆頭
理事 君津

地区

オノミチ三由紀
君津青葉

吉田 敏

理事 西原 新 君 津

筆頭
理事 市原

地区

小山内泰子
姉 崎

加瀬 直人

理事 武富 恒徳 市原八幡

役員

会 長 菊池 清美 大 多 喜

副会長 髙階めぐみ 若 松

副会長 柴﨑かほる 市川工業

副会長 岩瀬 博行 千 葉 西

会 計 永井 隆行 白 井

会 計 泉水 潤一 流 山 北

監 事 石岡 珠美 君津青葉

監 事 薮崎 秀人 館山総合

顧問
前会長 武藤 弘晃 東 金

校長協会会長 横瀬 正史 幕張総合

事務局
事務局長 林 修一

事務局員 山野井眞弓

令和⚕年度

役員・理事紹介



令
和
五
年
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
定
期
総
会
が
、
令
和
五
年
六
月

七
日（
水
）に
千
葉
県
教
育
会
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和

元
年
以
来
、
四
年
ぶ
り
の
対
面
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
に

御
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
総
会
に
先
立
ち
、
表
彰
状
受

賞
Ｐ
Ｔ
Ａ
五
校
、
感
謝
状
受
賞
者
百
十

二
名
へ
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
御
尽
力
い
た

だ
い
た
各
受
賞
者
の
皆
様
に
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
は
、
本
連
合
会
武
藤
弘
晃
前
会

長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、『
昨
年
度
の

活
動
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

の
活
動
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
部
縮

小
、
変
更
し
な
が
ら
も
概
ね
計
画
通
り

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
来
年
度
、
本

県
主
催
と
な
る
関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
千
葉
大
会
の
足
掛
か

り
と
な
る
一
年
を
過
ご
せ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
の
惜
し
み
な
い
御
支

援
・
御
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

い
ま
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
物
凄
い
速
さ
で
変
化
し
、
様
々
な
問

題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
安
全
で
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
ま
た
そ
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
、
本
日
は
ぜ
ひ
活
発
な
御
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
』

と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
千
葉
県
議
会
、
千
葉
県
教

育
委
員
会
、
千
葉
県
高
等
学
校
長
協
会

か
ら
の
御
祝
辞
、
そ
し
て
千
葉
県
知
事

か
ら
の
祝
電
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

御
多
用
の
中
、
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
御
来
賓
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

議
事
に
移
り
、第
一
号
議
案
で
は「
令

和
四
年
度
事
業
報
告
」、
第
二
号
議
案

で
は
「
令
和
四
年
度
決
算
報
告
」
が
な

さ
れ
、
会
計
監
査
報
告
で
も
適
正
と
認

め
ら
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

第
三
号
議
案
「
令
和
五
年
度
活
動
方
針

（
案
）」、
第
四
号
議
案
「
令
和
五
年
度
主

要
事
業
計
画（
案
）」、第
五
号
議
案「
令

和
五
年
度
予
算
（
案
）」、
第
六
号
議
案

「
令
和
五
年
度
役
員
・
理
事
（
案
）」
が

提
案
さ
れ
、
意
見
交
換
の
後
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
は
、
県
立
大
多
喜
高
等

学
校
の
菊
池
清
美
会
長
を
は
じ
め
、
役

員
十
名
・
理
事
三
十
六
名
・
事
務
局
二

名
の
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し

た
。
菊
池
新
会
長
の
も
と
、
役
員
・
理

事
・
事
務
局
が
手
を
携
え
て
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
一
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
千
葉

県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
活
動

に
対
し
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
て
い
た
中
で
す
が
、
徐
々
に

緩
和
さ
れ
は
じ
め
て
き
た
頃
に
、
令
和

四
年
度
会
長
に
就
任
し
、
正
直
、
右
も

左
も
わ
か
ら
な
い
状
況
に
加
え
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
等
を
気
に
か
け

な
が
ら
の
各
行
事
の
開
催
・
運
営
・
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
任
期
期
間
、
全
国
の
役
員

会
を
は
じ
め
各
種
会
議
へ
出
席
し
、

様
々
な
関
係
団
体
や
他
県
の
役
員
、
県

内
の
保
護
者
の
方
々
と
の
交
流
を
通
じ
、

改
め
て
、
人
と
人
の
繋
が
り
の
重
要
性

を
再
確
認
す
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
は
、
次
の
世
代
を
担

う
子
ど
も
達
が
「
生
き
る
力
」
を
身
に

着
け
ら
れ
る
よ
う
「
自
主
・
自
立
」
を

促
し
、
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
優
し

く
見
守
っ
て
い
く
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
、
是
非
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
頂
き
、
新
た
な
出
会

い
と
共
に
新
し
い
情
報
を
収
集
し
て
、

子
ど
も
達
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
活
か
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
自

身
も
、こ
の
一
年
間
、た
く
さ
ん
の
方
々

と
出
会
い
、
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
、
様
々
な
場

面
で
活
か
せ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
無
事
に
任
期
を
終
え
る
事

が
で
き
た
の
も
、
こ
の
一
年
間
で
出
会

え
た
仲
間
達
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
に
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
七
十
二
回

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

宮
城
大
会

日
程

令
和
⚕
年
⚘
月
24
日
（
木
）

分
科
会

仙
台
市
体
育
館
他

令
和
⚕
年
⚘
月
25
日
（
金
）

全
大
会

仙
台
市
体
育
館
他

第
七
十
三
回

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

茨
城
大
会

日
程

令
和
⚖
年
⚘
月
22
日
（
木
）

分
科
会
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
み
と
ア
リ
ー
ナ

令
和
⚖
年
⚘
月
23
日
（
金
）

全
大
会
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
み
と
ア
リ
ー
ナ
他
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連
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県
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千
葉
西
高
等
学
校
長
)

全 

国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

の
お
知
ら
せアダストリアみとアリーナ



第
六
十
九
回
関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
栃
木
大
会
が
、
七
月

七
日
・
八
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
メ

イ
ン
テ
ー
マ
を
「
未
来
を
描
き
、
切
り

拓
い
て
い
こ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
を

は
ぐ
く
む
た
め
に
」
と
題
し
て
開
催
さ

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
も
図
り
つ
つ
、
対
面
方
式
で
の

開
催
に
大
変
な
盛
り
上
が
り
が
あ
り
ま

し
た
。

初
日
は
、
宇
都
宮
市
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
、
宇
都
宮
北
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
感
涙
し
つ

つ
、
大
会
宣
言
で
は
、
多
様
化
が
加
速

し
て
い
く
中
、
主
体
的
に
向
き
合
う
為

に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
よ
り
一

層
連
携
・
協
働
し
て
一
人
ひ
と
り
の
学

び
や
生
き
方
・
自
立
を
支
え
、
共
に
生

き
る
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
等
の
お
話
に
感
動
し
ま
し
た
。

風
光
明
媚
な
栃
木
県
や
新
型
路
面
電

車
の
導
入
。
ま
た
部
活
動
・
合
宿
の
際

に
は
バ
ス
・
宿
泊
の
補
助
が
あ
る
等
先
進

的
な
取
り
組
み
や
皆
様
の
お
人
柄
の
温

か
さ
に
触
れ
、大
変
に
有
意
義
で
し
た
。

記
念
講
演
は
、
初
の
女
性
樹
木
医
に

な
ら
れ
た
塚
本
こ
な
み
氏
に
よ
る
「
花

み
ど
り
の
力
」
と
題
し
た
講
演
で
、
あ

し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
は
じ
め
、

多
く
の
植
物
園
の
再
生
に
関
わ
り
、
植

物
は
も
ち
ろ
ん
、
関
わ
る
人
・
地
域
の

再
生
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
植
物

を
支
え
る
根
を
大
事
に
す
る
に
は
土
や

水
を
整
え
る
よ
う
に
、
人
を
支
え
る
心

を
大
事
に
す
る
に
は
、
心
身
の
健
康
に

関
わ
る
復
元
力
に
働
き
か
け
る
事
。

「
マ
イ
ツ
リ
ー
に
あ
い
さ
つ
」
す
る
ご

提
案
な

ど
、
ど
の

年
代
の
人

生
に
も
通

じ
る
貴
重

な
ご
体
験

の
数
々
を

紹
介
い
た

だ
き
ま
し

た
。大

会
二
日
目
は
、
五
つ
の
分
科
会
が

鬼
怒
川
各
所
で
行
わ
れ
、
私
達
は
「
進

路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
の
分
科
会
に
て
、

「
白
井
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
と
題
し
、
提
案
発
表
校
と
し
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

分
科
会
テ
ー
マ
「
目
指
す
未
来
を
自

ら
描
き
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必

要
な
力
を
育
む
教
育
の
支
援
を
す
る
」

と
あ
る
よ
う
に
、
進
路
指
導
に
と
ど
ま

ら
ず
、人
間
力
へ
の
関
わ
り
を
中
心
に
、

莇
三
佳
校
長
先
生
を
は
じ
め
教
職
員
の

皆
さ
ま
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ま
、
地
域
の

皆
さ
ま
と
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
発

表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
疑
応

答
で
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
温
か
い
ご

質
問
・
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
示
唆
に

富
む
助
言
や
関
東
各
県
の
皆
さ
ま
と
交

流
を
糧
に
、
次
世
代
へ
繋
が
る
今
後
の

活
動
へ
と
生
徒
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

来
年
度
は
千
葉
県
で
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
一
保
護
者
と
し
て
も
、
お
も
て

な
し
と
参
加
し
て
い
た
だ
く
方
に
有
意

義
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
ま
す
。
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全国
高Ｐ連大

会

参加報告

宮
城
大
会
に
参
加
し
て

千
葉
県
高
Ｐ
連
副
会
長

柴

﨑

か
ほ
る

(千
葉
県
立
市
川
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
)

関東
高Ｐ連大

会

参加報告

栃
木
大
会
に
参
加
し
て

千
葉
県
高
Ｐ
連
会
計

永

井

孝

明

（
千
葉
県
立
白
井
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

第
七
十
二
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
大
会
が
宮
城
県
に
て
八
月
二
十

四
、
二
十
五
日
の
二
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

宮
城
大
会
の
テ
ー
マ
は
『
豊
か
な
杜

に
つ
む
ぐ
虹
の
光
』
～
し
な
や
か
な
強

さ
で
生
き
抜
く
力
～
で
す
。

幼
少
期
に
東
日
本
大
震
災
を
経
験

し
、
一
番
楽
し
い
だ
ろ
う
学
生
時
代
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
に
よ

り
、
様
々
な
活
動
を
制
限
さ
れ
て
き
た

高
校
生
が
、
今
後
も
起
こ
り
得
る
様
々

な
困
難
に
負
け
る
こ
と
が
な
く
、
強
く

し
な
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
程
一
日
目
、
仙
台
市
内
六
会
場
に

分
か
れ
て
の
分
科
会
で
は
、「
地
域
教

育
」「
学
校
教
育
」「
レ
ジ
リ
ェ
ン
ス
教

育
」「
防
災
・
減
災
教
育
」「
主
権
者
教

育
」
と
い
っ
た
今
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
つ
い
て
の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
つ
い
て
語

り
合
う
「
情

報
交
換
会
」

も
行
わ
れ
、

今
回
「
防

災
・
減
災
教

育
」
が
課
題

の
『
い
の
ち

と
希
望
を
未
来
に
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
光
』
～
教
訓
か
ら
自
助
・
共
助

の
力
を
育
む
～
と
い
う
テ
ー
マ
の
分
科

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『実
践
的

な
災
害
対
応

能
力
を
み
に

つ
け
る
た
め

の
ʠ
こ
れ
か

ら
ʡ
も
防
災

教
育
案
』
と

題
し
た
基
調

講
演
で
は
、

「
災
害
と
は
何

か
」「
防
災
・

減
災
と
は
何
か
」
を
知
り
、
災
害
対
応
の

問
題
、
災
害
の
記
憶
の
常
態
化
と
非
固

定
化
の
両
立
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
災

害
対
応
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
、
何
を
す
る
べ
き
か
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
震
災
学
習
・
伝
承
活
動
が
拓
く
教
育

の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
三
名
の
パ
ネ
リ

ス
ト
（
宮
城
県
内
の
高
校
の
先
生
と
保

護
者
、
岩
手
県
の
高
校
生
）
か
ら
、
地

震
が
起
き
た
当
時
の
こ
と
、
被
災
地
の

学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
震
災
学
習
や
伝

承
活
動
の
取
り
組
み
、
語
り
部
ク
ラ
ブ

と
し
て
伝
承
活
動
を
行
う
高
校
生
の
取

り
組
み
な
ど
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
、

震
災
や
防
災
に
つ
い
て
新
た
に
学
ぶ
こ

と
も
で
き
、
貴
重
な
時
間
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



●
全
国
高
Ｐ
連
表
彰

★
第
72
回
全
国
大
会
会
長
表
彰（
団
体
）

●

県
立
沼
南
高
柳
高
等
学
校
保
護
者
会

★
第
72
回
全
国
大
会
会
長
表
彰（
個
人
）

●

甲
斐

元
子
（
船
橋
北
高
等
学
校
）

●

嶋
田

健
一
（
市
原
緑
高
等
学
校
）

★
第
72
回
役
員
等
表
彰
者

●

武
藤

弘
晃
（
東
金
高
等
学
校
）

●
関
東
地
区
高
Ｐ
連
表
彰

★
個
人

●

武
藤

弘
晃
（
東
金
高
等
学
校
）

●

野
口

花
織
（
沼
南
高
柳
高
等
学
校
）

●

戸
倉

隆
行
（
安
房
高
等
学
校
）

★
団
体

●

県
立
鎌
ヶ
谷
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

●

県
立
東
金
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

●

県
立
安
房
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

●

県
立
千
葉
北
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

こ
の
た
び
、
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
大
会
宮
城
大
会
に
お
い
て
、
会

長
表
彰
（
団
体
）
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
準
備
か

ら
発
表
ま
で
様
々
な
形
で
ご
協
力
い
た

だ
い
た
本
校
保
護
者
会
の
皆
様
、
先
生

方
や
地
域
の
方
々
に
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、保
護
者
会
活
動
が
縮
小
さ
れ
る
中
、

発
表
資
料
を
作
成
す
る
の
は
と
て
も
大

変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
過
去
の
保
護

者
会
の
活
動
状
況
な
ど
を
詳
し
く
知
る

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
新
し
い
視

点
を
加
え
、
さ
ら
に
本
校
の
保
護
者
会

が
活
発
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ

て
い
け
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
役
を
引

き
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と

も
多
く
、
ま
た
い
つ
も
う
ま
く
い
く
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て

は
と
て
も
充
実
し
た
時
間
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
を
幸
せ

に
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
千
葉
県
高
Ｐ

連
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
、
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

第
72
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

大
会
宮
城
大
会
の
席
上
で
、
会
長
表
彰

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
県
副
会
長
と
し

て
在
任
中
は
、様
々
な
方
と
出
会
い
、色
々

な
事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

思
え
ば
、
私
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て

活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
っ
た

の
が
一
つ
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
、
先

生
方
や
親
で
あ
る
私
達
で
さ
え
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
態
に
大
き
な

不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
中
で

「
自
分
に
出
来
る
事
は
な
い
の
か
」
と

い
う
思
い
で
役
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
今
し
か
出
来

な
い
貴
重
な
経
験
や
思
い
出
を
作
る
機

会
が
失
わ
れ
、
私
達
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も

ま
ま
な
ら
な
い
中
で
「
当
た
り
前
」
と

い
う
言
葉
の
重
み
を
痛
感
し
な
が
ら
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
今
ま
で
出
来
た
事
が
出
来
な

い
期
間
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
当
た
り

前
の
事
が
当
た
り
前
に
出
来
る
喜
び
」

を
感
じ
る
事
が
出
来
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
ま
た

喜
び
を
感
じ
な
が
ら
一
つ
ず
つ
取
り
組

ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
御
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
は
、
宇
都
宮
で
開
催
さ
れ
た

関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
栃

木
大
会
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長

賞
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
私
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
三
年
間
は
、
先

輩
役
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
先
生
方
や

保
護
者
の
皆
様
か
ら
の
支
え
が
あ
っ
て

こ
そ
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

終
年
は
、
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
の
場
に
お
い
て
は
、
監
事
職
を
拝

命
さ
れ
ま
し
た
役
務
を
通
じ
、
多
く
の

方
と
の
意
見
交
換
や
他
校
の
取
組
等
々

も
知
る
こ
と
も
で
き
知
見
を
広
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
在
任
中
は
新
た
な

出
会
い
や
、
い
ろ
い
ろ
な
学
び
が
あ
り

個
人
的
に
も
意
義
の
あ
る
か
け
が
え
の

な
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
受
賞
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
り
、
ご
指
導
ご
支
援
頂

い
た
多
く
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

第
六
十
九
回

関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

大
会
栃
木
大
会

日
程

令
和
⚕
年
⚗
月
⚗
日
（
金
）

全
大
会

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ

令
和
⚕
年
⚗
月
⚘
日
（
土
）

分
科
会

鬼
怒
川
温
泉
地
区

ホ
テ
ル

第
七
十
回

関
東
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

大
会
千
葉
大
会

日
程

令
和
⚖
年
⚗
月
23
日
（
火
）

全
大
会

幕
張
メ
ッ
セ

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

令
和
⚖
年
⚗
月
24
日
（
水
）

分
科
会

幕
張
メ
ッ
セ

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
―
ル
他
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受
賞
者
の
声

全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
(団
体
)を
受
賞
し
て

県
高
Ｐ
連
前
理
事
福
島

優
子

（
千
葉
県
立
沼
南
高
柳
高
等
学
校
）

全
国
高
Ｐ
連
表
彰
(個
人
)を
受
賞
し
て

県
高
Ｐ
連
前
副
会
長
甲
斐

元
子

（
千
葉
県
立
船
橋
北
高
等
学
校
）

関
東
地
区
高
Ｐ
連
表
彰
(個
人
)を
受
賞
し
て

県
高
Ｐ
連
前
監
事

戸
倉

隆
行

（
千
葉
県
立
安
房
高
等
学
校
）

関
東
地
区

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

の
お
知
ら
せ幕張メッセ
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

創
立
五
十
周
年

松戸国際高等学校
昭和48年⚔月⚑日
(1973年)



創
立
八
十
周
年

市川工業高等学校
昭和18年⚔月25日
(1943年)



創
立
四
十
周
年

流山南高等学校
昭和58年⚔月⚑日
(1983年)

地 区 開催日 会 場 担当校 研 修 会 内 容

千葉
地区 12/⚕（火） 三井ガーデンホテル千葉 若 松

①研究発表：若松高等学校PTA 「安全な通学路に向けての取り組み」
②講 演：「看護師と学ぶ 包括的性教育」

看護師 性教育講師 梅原 美香氏

船橋
地区 10/18（水） 船橋市勤労市民センター 八千代東

①講 演：「これからのキャリア教育について」
開智国際大学国際教養学部 教授 森谷 一経氏

②研究討議：発表校（八千代西・実籾・船橋東・船橋古和釜・船橋法典・船橋北）

市川
地区 12/⚑（金） 和洋女子大学 市川工業

①講 演：「人生100年時代に知っておきたいお金の話～教育・老後のお金と知って得する家計術～」
FP事務所アイプランニング代表 ファイナンシャルプランナー 飯村 久美氏

②ＰＴＡ活動報告

松戸
地区 11/29（水） 鎌ヶ谷市民会館きらりホール 鎌ヶ谷西

①講 演：「SNSを使った青少年犯罪について」
千葉県警察本部 生活安全部サイバー犯罪対策課 星野 和彦氏

②研究発表：発表校（松戸馬橋・松戸六実）

東葛飾
地区 11/22（水） スターツおおたかの森ホール 流 山 北 ①研究発表：発表校（沼南・流山南・柏中央）

印旛
地区 11/22（水） 白井市文化会館 白 井

①PTA活動報告（佐倉南・八街・四街道・四街道北・白井）
②講 演：「スマホはどこまで脳を壊すか」

東北大学 川島隆太研究室所属 加齢医学研究所 脳科学研究部門 助教授 榊 浩平氏

東総
地区 11/10（金） みんなの賑わい交流拠点コンパス 佐 原 ①講 演：現役弁護士がお伝えする『知ってトクする法律トーク』

弁護士 松本 隆氏

山武
地区 11/24（金） 東金文化会館会議室（2） 東金商業

①ＰＴＡ活動報告
②研究討議：「スクールカウンセラーの頼り方」～子ども・保護者の悩みに寄り添う解決へ橋渡し～

長谷川 ゆかり氏

長夷
地区 10/31（火） 県立茂原高等学校格技館 茂 原

①講 演：「進路指導の支援を推進するためのＰＴＡ活動」 茂原高校ＰＴＡ
②講 演：「ＳＮＳ上のトラブルを未然に防ぐために」

県環境生活部県民生活課子ども・若者育成支援室 主査 子安 雄二氏

安房
地区 11/22（水） 県立館山総合高等学校会議室 館山総合

①研究発表：防災双六 ～災害に対応するゲーム～ 千葉県立館山総合高等学校 家政科教諭
②研究討議：発表校（長狭・安房・安房拓心・館山総合）
③講 演：「防災について」 館山市役所危機管理部危機管理課 課長 清野 賢一氏

君津
地区 11/24（金） 君津市上総公民館 君津青葉

①研究協議：発表校（君津商業・君津青葉・袖ヶ浦）
②講 演：『福島の森の再生』

東京農業大学 地域環境科学部森林総合科学科 教授 上原 巌氏

市原
地区 11/24（金） サンプラザ市原 姉 崎

①ＰＴＡ活動報告・情報交換
②講 演：「急激な時代変化に対応する進路ビジョン成功法」

KGビジネスキャリア＆スキルアカデミー アカデミー長 加賀 博氏

令和⚕年度 地区別研究集会 県内12地区で「地区別研究集会」が下記日程にて開催されます。



創
立
百
周
年

千葉商業高等学校
大正12年⚔月⚑日
(1923年)



創
立
八
十
周
年

国府台高等学校
昭和18年⚔月⚑日
(1943年)

令和５年度

周年校
紹介
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茨
城
県
高
Ｐ
連
は
、
令
和
六
年
八
月

二
十
二
日
（
木
）
～
二
十
三
日
（
金
）、

水
戸
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
小
美
玉
市

に
お
い
て
、
第
七
十
三
回
全
国
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
茨
城
大
会
を
、

主
催
（
一
社
）
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
も
と
、
主
管
開
催
し
ま
す
。

大
会
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
歴
史
の
町

で
変
革
を
!!
」、
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
～
新

た
な
時
代
が
目
に
入
ら
ぬ
か
～
」
と
し

て
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
の
新
た
な
時
代
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
を
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

現
在
の
社
会
は
多
様
化
を
極
め
、
少

子
化
と
そ
れ
に
伴
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
減

少
、
学
校
の
統
廃
合
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
や
貧

困
問
題
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
枚
挙
に

い
と
ま
は
な
く
、
学
校
や
家
庭
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
課
題
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
、
学
校

や
地
域
教
育
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
そ
の

縮
小
や
自
粛
、
会
話
の
抑
制
な
ど
に
よ

り
、
目
と
目
を
見
て
話
す
と
い
う
人
間

本
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
そ

れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
絆
を
断
ち
切
ら
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
新
た
な
時
代
に

向
け
て
、
私
た
ち
は
切
れ
た
絆
を
再
構

築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
親
の

背
を
見
て
子
は
育
つ
」
と
昔
か
ら
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
背
中
を
見
せ
る
の

で
は
な
く
、
子
ど
も
の
目
を
見
て
気
持

ち
を
伝
え
合
お
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

幕
末
動
乱
期
、
水
戸
藩
の
学
問
は
水

戸
学
と
呼
ば
れ
、
新
た
な
時
代
の
幕
開

け
で
あ
る
明
治
維
新
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
松
下
村
塾
を
開
き
、
高

杉
晋
作
や
伊
藤
博
文
を
育
て
た
長
州
藩

の
吉
田
松
陰
も
水
戸
学
を
学
び
に
来
水

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
の
あ

る
水
戸
の
地
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
新
た
な
取

り
組
み
に
向
け
て
話
し
合
い
学
べ
る
こ

と
は
、
大
変
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

さ
て
、
茨
城
大
会
の
期
日
で
す
が
、

二
十
二
日
（
木
）
は
五
分
科
会
を
開
催

し
ま
す
。

第
一
分
科
会

会
場
：
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
み
と
ア
リ
ー
ナ

テ
ー
マ
：「
教
育
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

～
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
～

第
二
分
科
会

会
場
：
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

テ
ー
マ
：「
保
護
者
・
教
師
・
生
徒
が
抱

え
る
問
題
と
解
決
法
」

～
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
～

第
三
分
科
会

会
場
：
水
戸
市
民
会
館

テ
ー
マ
：「
新
・
生
き
る
力
と
家
族
の
絆
」

～
子
ど
も
の
心
に
風
邪
を
引
か
せ
な
い
～

第
四
分
科
会

会
場
：
ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館

第
五
分
科
会

会
場
：
小
美
玉
市
四
季
文
化
館
み
の
～
れ

な
お
、
第
四
・
第
五
分
科
会
の
テ
ー

マ
は
、
主
催
の
全
国
高
Ｐ
連
が
決
定
し

ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。

二
十
三
日
（
金
）
は
、
全
体
会
を
ア

ダ
ス
ト
リ
ア
み
と
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し

ま
す
。

令
和
六
年
度
は
、
第
七
十
回
関
東
地

区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
千
葉

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
千
葉
大
会
成

功
の
勢
い
を
駆
っ
て
、
茨
城
大
会
も
乗

り
切
ろ
う
と
現
在
準
備
中
で
す
。
隣
接

県
同
士
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

令和六年度の全国大会は茨城で

⚕年
⚔月12日 会計監査、第⚔回役員会(中止) 総合スポーツセンター

宿泊研修所第⚓研修室

⚕月12日 新役員会、新旧理事会 千葉県教育会館

⚖月⚗日 定期総会 千葉県教育会館

⚖月16日 関東地区高等学校PTA連合会 総会 ホテルニューイタヤ
(栃木)

6月24日～
25日

全国高等学校PTA連合会
第⚓回理事会 定時総会 TKPガーデンシティ秋葉原

第⚑回委員会 東京ガーデンパレス

6月30日 第⚑回役員会・理事会 総合スポーツセンター
宿泊研修所第⚓研修室

⚗月⚗日～
⚘日

第69回関東地区高P連大会栃木大会
表彰式 マロニエプラザ

分科会（⚕会場） 鬼怒川観光ホテル他

夏季休業間 各地区夏季校外巡回指導 各地区

⚗月22日 全国高等学校PTA連合会
第⚔回理事会 Web会議

⚗月25日 関東地区高P連大会千葉大会
組織委員会

総合スポーツセンター
宿泊研修所第⚓研修室

⚘月24日～
25日

第72回全国高P連大会宮城大会
分科会（⚖会場） カメイアリーナ仙台他

表彰式、全大会 カメイアリーナ仙台

⚙月26日 関東地区高P連大会千葉大会
第⚑回実行委員会

総合スポーツセンター
スポーツ科学センター第⚓研修室

⚙月30日～
10月⚑日

全国高等学校PTA連合会 第⚕回理事会
第⚑回全国会長・事務局長連絡会 新大阪ブリックビル

第⚒回委員会 ホテルマイステイズ新大阪

10月12日～
13日

関東地区高等学校PTA連合会
第⚑回役員会・会場視察 幕張メッセ 会議室101

10月18日～
12月⚕日 各地区研究集会 各地区

10月25日 関東地区高Ｐ連大会千葉大会
第⚑回総務企画委員会

総合スポーツセンター
スポーツ科学センター第⚓研修室

11月⚑日 第⚒回役員会・理事会 総合スポーツセンター
宿泊研修所第⚔研修室

11月⚑日～
⚖年⚑月⚗日 各地区列車内一斉指導 各地区

11月上旬 広報誌「ちば高P連だより」第89号発行

11月15日 第59回千葉県高等学校PTA研究集会 千葉県教育会館

12月⚒日 全国高等学校ＰＴＡ連合会 第⚖回理事会 東京ガーデンパレス

冬季休業間 各地区冬季校外巡回指導 各地区

⚒月⚓日～
⚒月⚔日

全国高等学校ＰＴＡ連合会 第⚗回理事会
全国会長・事務局長研修会 東京ガーデンパレス

第⚓回委員会 東京ガーデンパレス

⚒月⚙日 関東地区高等学校PTA連合会
第⚒回役員会・委員会 千葉県

⚒月下旬 第⚓回役員会・理事会 総合スポーツセンター
宿泊研修所

⚒月下旬 広報誌「ちば高P連だより」第90号発行

⚔月上旬 会計監査、第⚔回役員会 総合スポーツセンター
宿泊研修所

⚕月上旬 第⚕回役員会、新旧理事会 ホテルプラザ菜の花

⚖月上旬 定期総会 千葉県教育会館

令 和 ⚕ 年 度 事 業 計 画

茨城県高等学校ＰＴＡ連合会
会 長 板 倉 哲 男


